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第 9 期 市川市⾼齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定⽅針(案)について 

１．計画の概要 
「⾼齢者福祉計画・介護保険事業計画」（以下、「本計画」という）は、⾼齢者を取り

巻くさまざまな問題に対して、市川市が⽬指すべき基本的な施策⽬標を定め、その実現

に向かって取り組むべき施策を明らかにするものです。 

 
介護保険事業計画は、国の⽰す「基本指針」に即して定めます。現⾏の「第 8 期計

画基本指針」において、市町村介護保険事業計画は「地域包括ケア計画」として位置

付けられており、2025 年を⽬途に「地域包括ケアシステム」を構築するとともに、

2040 年を⾒据え介護サービス基盤を計画的に整備することとされています。 
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地域包括ケアシステム︓重度な要介護状態となっても、住み慣れた地域で⾃分らしい

暮らしを最期まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・介護予防・⽣活

⽀援が⼀体的に提供される仕組み。市町村が、地域の実情を踏まえて構築する。 

基本理念︓⾼齢者の健康の保持、⽣
活の安定、社会参加の促進 
 

市町村は、⽼⼈福祉事業の供給
体制の確保に関する計画を定める
ものとする 

⽼⼈福祉法 

「⾼齢者福祉計画」 

基本理念︓⾃⼰決定の尊重、⽣活の
継続、⾃⽴⽀援(残存能⼒の活⽤)  

市町村は、基本⽅針に即して、
３年を１期とする介護保険事業に
係る保険給付の円滑な実施に関す
る計画を定めるものとする 

介護保険法 

「介護保険事業計画」 

両計画は、それぞれの法律において、⼀体のものとして作成するよう定められている。 
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２．計画の位置付け  
本計画は、「市川市総合計画 Ｉ＆Ｉプラン 21」の第三次基本計画に基づく部⾨別計画

として位置付けされており、共通理念・分野横断的施策を定める「市川市地域福祉計画」

の内容を踏まえて策定します。  

なお、県で定める関連計画との整合を図るほか、保健・医療や住まいなど、地域包括ケ

アの推進に関連する他計画との整合・調和を保つよう努めます。 

 
 

 

３．計画の基本理念 
本計画の「基本理念」については、第 7 期計画の策定時（平成 29 年度）に、社会情勢

の変化等を踏まえて変更したものです。介護保険の基本理念を踏まえており、重要性が増

している「共⽣」の概念も取り⼊れていることから、引き続き次期計画も、この基本理念

を継承したいと考えます。 

 

市川市総合計画 Ｉ＆Ｉプラン 21   

市 川 市 地 域 福 祉 計 画 
    

＜共通理念・分野横断的施策を定める＞ 
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県の関連計画 
・千葉県⾼齢者福祉計画 
・千葉県保健医療計画等 

関連計画 
・市川市健康増進計画 
・市川市住⽣活基本計画 
・市川市住宅セーフティネット
計画  等   
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そのうえで、基本理念の実現に向けた基本⽬標、取組み⽅針や施策の⾒直しについて

は、今後、国の施策動向を踏まえた案を作成し、検討してまいります。 

 

 

４．⽇常⽣活圏域の⾒直し 
⽇常⽣活圏域とは、その住⺠が⽇常⽣活を営んでいる地域として、地理的条件、⼈⼝、交

通事情その他の社会的条件、介護給付等対象サービスを提供するための施設の整備の状況そ

の他の条件を総合的に勘案して定める区域として、介護保険法により設定することとされて

います。国では、おおむね 30 分以内に必要なサービスが提供される区域として、中学校区

をその単位に想定しています。 

本市は、第 6 期計画（平成 27 年度〜平成 29 年度）以降、４つの⽇常⽣活圏域を設定し

ており、例えば、⼊所施設の整備等に関しては適当であると考えられますが、⾼齢者を含む

地域住⺠の活動が、地域包括ケアシステムの推進において重要な位置を占めることを踏まえ

ると、４つの圏域は広域であると考えられます。 

このため、次期計画においては、⾼齢者サポートセンターの 15 の担当圏域を⽇常⽣活圏

域として定めることを予定しています。⾼齢者サポートセンターの圏域は、⽇常⽣活と密接

な関係にある「地区⾃治会連合会」や「地域ケアシステム」の 14 区域を踏まえて設定され

ており、この 15 圏域を⽇常⽣活圏域として定めることにより、地域の様々な活動と、⽣活

⽀援体制の整備や認知症施策、介護予防事業等との連携が図られ、強化につながると考えら

れるためです。 

なお、これまでの４つの圏域については、⽀援者の連携などにおいて⼀定の役割を果たす

ことが想定されるため、引き続き、何らかの枠組みで残すことを予定しています。 

 

参考︓第１期〜第 6 期計画（平成 12 年度〜平成 29 年度︓17 年間） 

「健康と⻑寿を喜び、健やかで安⼼した⽣涯を過ごすことができる社会」 

第 7 期計画・第 8 期計画（平成 30 年度〜現在） 
「個⼈としての尊厳が保たれ その⼈らしく⾃⽴した⽣活を送ることができる 

安⼼と共⽣のまち いちかわ」 
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⻄部、北部、東部、南部の 
４つの⽇常⽣活圏域 

⾼齢者サポートセンターの担当圏域 
に⼀致する 15 の⽇常⽣活圏域 
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参考）市川市⾃治会連合協議会 及び 市川市⺠⽣委員児童委員協議会 の地区 

市川市⾃治会連合協議会 
（14 地区） 

市川市⺠⽣委員児童委員協議会 
（18 地区） 


